（７）建築物ねずみ昆虫等防除業の登録申請書類について　　－１
	必要添付書類
	有無
	内　　　　　容
	適否

	登録申請書（細則第３条）
	
	①申請者の住所（法人の場合は主たる事務所の所在地）
②申請者の氏名（法人の場合は名称）
③代表者の氏名（法人の場合）
④登録を受けようとする事業の区分
⑤営業所の所在地
⑥営業所の名称
⑦営業者の責任者の氏名
申請者が公益法人、事業組合等であっても定款または寄付行為上登録を行えるようになっており、登録基準を満たしている場合は登録することができる。　
　　　　　
事業協同組合については、以下の要件を満たす場合に限り登録することができる。
(1)事業協同組合の事務所等が一つの営業所としての機能を有していること。
(2)登録を受けようとする事業を行う事又はその事業の協同受注を行うことが、定款に明文化されていること。

	

	機械器具の概要を記載した書面（施行規則第２９条第１号、細則第３条）（機械器具の概要および状態を明らかにする写真を貼付のこと）
	
	①照明器具、調査用トラップおよび実体顕微鏡
②毒じ皿、毒じ箱および捕そ器
③噴霧機および散粉機
④真空掃除機
⑤防毒マスクおよび消化器
⑥上記機械器具の名称、型式、数量、購入年月日等を記入すること。
⑦申請者の所有物または長期的、恒常的に占有し、自由に使用できること。
　事業組合の場合、組合員の所有であっても組合が必要とするときには自由に使用できることが、成文の内規または規約で定められていること。
⑧他の登録事業の機械器具となっていないこと。
	

	機械器具等の保管庫の設置場所および構造ならびに保管状況を明らかにする図面（施行規則第２９条第２号、H14.03.26通知）（保管庫の状態を明らかにする写真を貼付のこと）
	
	機械器具および防除作業に用いる薬剤を適切に保管することのできる専用の保管を有すること。
①機械器具に残留した薬剤が飛散流出し、および地下に浸透し、ならびに臭気が漏れるおそれのないものであること。
②薬剤による腐食を防止するために必要な措置が講じられていること。
③引火事故の起こりにくい構造となっていること。
④機械器具および薬剤を保管するのに適切な規模であること。
⑤他の用途に用いる機械器具もあわせて保管している倉庫の一部が保管庫になっている場合は、ねずみ昆虫等防除に用いる機械器具等を保管する場所が独立して設けられており、他のものを誤用するおそれがないようになっていること。
⑥保管庫は施錠でき、みだりに機械器具等が持ち出せないようになっていること。
　自動車を保管庫とする場合（原則不可）
(1) 上記①から④までに掲げる要件を満たしていること。
(2) 自動車はねずみ昆虫等の防除専用であって、他の用途には用いないこと。
(3) 自動車を適切に保管する車庫を有すること。
(4) 冬季長期にわたって作業のない時期に機械器具を自動車から降ろす場合には、別途専用の保管庫が用意されていること。
(5) 薬剤については別途専用の保管庫において保管すること。

	


（７）建築物ねずみ昆虫等防除業の登録申請書類について　　－２
	必要添付書類
	有無
	内　　　　　容
	適否

	防除作業監督者の氏名を記載した書面（細則第３条）

	
	①氏名（防除作業監督者について記入）
②業務範囲（監督者が複数いる場合には業務分担）
③経験年数
④資格の種別
⑤資格取得年月日（最新の取得年月日）
⑥他の事業所または他の業務で兼務していないこと。
　事業協同組合の場合、組合員の営業所を含む。
⑦建築物環境衛生管理技術者免状の交付を受けている場合、特定建築物における環境衛生管理技術者と兼務していないこと。
	


	防除作業監督者が規則に定める有資格者であることを証する書類（施行規則第２９条第３号）
	
	規則第２９条第３号に規定する者であること。
(1)厚生労働大臣の登録を受けた者（監督者講習機関等登録簿：P103）が行うねずみ等防除作業を行う者のための講習の課程を修了し、修了の日から６年を経過しない者（防除作業監督者講習会修了証書の写し）
(2) (1)の講習の課程を修了した者であって、厚生労働大臣の登録を受けた者（監督者講習機関等登録簿：P103）が行うねずみ等の防除作業の監督を行う者のための再講習の課程を修了し、修了の日から６年を経過しない者（防除作業監督者再講習会修了証書の写し）
(3) (1)又は(2)に掲げる者と同等以上の知識及び技能を有すると認められる者（定められていない）
	

	防除作業従事者に対する研修の実施状況を記載した書面（施行規則第２９条第４号、H14.03.26通知）
	
	①研修の期日（何回かに分けて実施することは可）
②研修の内容
内容がねずみ等の防除作業に用いられる機械器具および薬剤の種類および使用方法ならびに防除作業の安全および衛生に関するものであること。
③指導員の氏名および資格
　厚生労働大臣の登録を受けた者（監督者講習機関等登録簿：P103）が直接、従事者研修を行うことを原則とする。
　事業主自らが行う研修については、登録団体が行う研修に相当するものであるかを十分審査すること。　
④対象従業員数および参加従業員数
　防除作業従事者のすべてが受講できるものであること。
⑤初めての登録の場合は過去１年間の実績および今後１年間の計画を、２回目以降の登録の場合は過去６年間の実績および今後１年間の計画を記入すること。
	

	作業および設備の維持管理方法を記載した書面（施行規則第２９条第５号、H14.03.26通知）
	
	①作業班の編成
②作業班ごとの監督者の氏名
③使用する機械器具
④作業手順
　(1)作業工程（事前調査および事後調査方法に関する事項を含む）
　(2)使用する薬剤の種類
　(3)薬剤の保管方法
(4)機械器具等の点検の方法　
(5)保管庫の管理責任者の氏名
　(6)作業報告作成の手順
⑤業務を委託する際の手順及び委託した業務の実施状況の把握方法
⑥苦情および緊急の連絡に対する体制
ねずみ等の防除作業およびねずみ等の防除作業に用いる機械器具その他の設備の維持管理の方法が、清掃作業および清掃用機械器具の維持管理の方法等に係る基準に適合していること。
 
	


	（参考）
清掃作業および清掃用機械器具の維持管理の方法等に係る基準
　　　　（平成１４年厚生労働省告示第１１７号）
第７
　　　規則第２９条第５号に規定する厚生労働省が別に定める基準は、同号に規定する方法が次のいずれに
　　も該当することとする。
　　　１　ねずみ等の発生場所、生息場所および侵入経路ならびにこれらによる被害の状況を調査し、当該調査の結果に基づき、建築物全体について効果的な作業計画を策定し、適切な方法により、防除作業を行うこと。
　　　２　食料を扱う区域ならびに排水槽、阻集器および廃棄物の保管設備の周辺等特にねずみ等が発生しやすい箇所について、２月以内ごとに１回、その生息状況等を調査し、必要に応じ、発生を防止するための措置を講ずること。
　　　３　防そ防虫網その他の防そ防虫設備の機能を点検し、必要に応じ補修等を行うほか、ねずみ等の侵入を防止するための措置を講ずること。
４　殺そ剤または殺虫剤を用いる場合は、使用および管理を適切に行い、これらによる作業者ならびに建築物の使用者および利用者の事故の防止に努めること。また、これらの薬剤は施錠できる保管庫に保管すること。
５　ねずみ等の防除作業終了後は、必要に応じ、強制換気や清掃等を行うこと。
６　ねずみ等の防除作業に用いる機械器具その他の設備について、定期に点検し、必要に応じ整備または修理を行うこと。
７　ねずみ等の防除作業およびねずみ等の防除作業に用いる機械器具その他の設備の維持管理は、原則として、自ら実施すること。これらの業務を他の者に委託する場合は、あらかじめ、受託者の氏名等を建築物維持管理権限者に通知するとともに、受託者からの業務の実施状況について報告を受けること等により、受託者の業務の方法が１から６までに掲げる要件を満たしていることを常時把握すること。
８　建築物維持管理権限者または建築物環境衛生管理技術者からのねずみ等の防除作業およびねずみ等の防除作業に用いる機械器具その他の設備の維持管理に係る苦情および緊急の連絡に対して、迅速に対応できる体制を整備しておくこと。
　


